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新
た
な
年
を
迎
え
た
。
一
昨
年
の
米
同
時

テ
ロ
事
件
直
後
に
英
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
は
特
集

記
事
に「
世
界
が
変
わ
っ
た
日
」と
い
う
タ
イ

ト
ル
を
掲
げ
た
。過
去
に
例
を
み
な
い
大
規
模

な
テ
ロ
事
件
が
、
社
会
、
経
済
の
あ
り
方
か
ら

安
全
、
宗
教
、
秩
序
、
正
義
と
い
っ
た
人
々
の
価

値
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
の
予
測
を

踏
ま
え
た
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
が
、昨
年
一
年
間

の
ア
ジ
ア
は
こ
の「
世
界
が
変
わ
っ
た
日
」の
余

波
に
揺
れ
続
け
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織

「
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
」へ
の
米
比
共
同
軍
事
作
戦
が

始
ま
り
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ゼ
ロ
か
ら
の

国
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ

リ
島
で
は
10
月
12
日
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に

よ
る
爆
弾
テ
ロ
事
件
で
約
２
０
０
人
が
死
亡

し
た
。マ
レ
ー
シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
テ
ロ

リ
ス
ト
の
逮
捕
が
相
次
ぐ
な
ど
、東
南
ア
ジ
ア

で
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
浸
透

ぶ
り
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
経
済
面
で
の
昨
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
一
昨

年
に
引
き
続
い
て
や
は
り「
中
国
」だ
っ
た
。
世

界
貿
易
機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）加
盟
を
果
た
し
、産
業

競
争
力
を
急
速
に
強
め
る
中
国
に
ど
う
対
応

す
る
の
か
。
東
南
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
各

国
・
地
域
に
共
通
す
る
課
題
が
さ
ら
に
色
濃
く

浮
か
び
上
が
っ
た
。全
般
に
景
気
が
低
迷
す
る

な
か
で
、
東
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
を
軸
に
自
由

貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）を
は
じ
め
と
す
る
経
済

連
携
の
動
き
に
弾
み
が
つ
い
た
一
年
だ
っ
た
。

　
政
治
、
社
会
面
で
の
出
来
事
を
振
り
返
る

と
、
東
ア
ジ
ア
の
多
様
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
負

の
連
鎖
の
背
景
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
連
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
事
件
の
舞

台
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、マ
レ
ー

シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
う「
人
種
、
宗
教
の

モ
ザ
イ
ク
国
家
」だ
っ
た
。

　
昨
年
の
細
か
な
ニ
ュ
ー
ス
を
掘
り
返
す
と
、

各
国
が
重
視
し
て
き
た「
多
様
性
の
な
か
の

調
和
」が
き
し
み
始
め
た
か
の
よ
う
な
出
来

事
が
目
立
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
イ
ス
ラ

ム
過
激
集
団「
ジ
ェ
マ
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
」（
Ｊ
Ｉ
）、

「
ラ
ス
カ
ル
・
ジ
ハ
ー
ド
」の
活
動
の
ほ
か
、イ
ス

ラ
ム
法
に
よ
る
国
家
統
治
を
求
め
る
イ
ス
ラ

ム
団
体
の
動
き
が
強
ま
っ
た
。
地
方
で
の
宗
教

抗
争
も
依
然
と
し
て
相
次
い
だ
。「
テ
ロ
と
の

闘
い
」を
契
機
に
、
イ
ス
ラ
ム
急
進
派
と
伝
統

的
な
民
族
主
義
勢
力
と
の
あ
つ
れ
き
が
明
ら

か
に
強
ま
っ
て
い
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
例
え
ば
ト
レ
ン
ガ
ヌ
州
政

権
が
イ
ス
ラ
ム
刑
法（
未
実
施
）を
制
定
し
た

ほ
か
、
学
校
で
の
英
語
に
よ
る
授
業
実
施
を

め
ぐ
っ
て
華
人
社
会
が
反
発
す
る
な
ど
民
族

間
の
摩
擦
が
さ
ら
に
表
面
化
。
華
人
が
圧
倒

的
な
力
を
持
つ
ペ
ナ
ン
州
で
は
、マ
レ
ー
社
会

か
ら「
マ
レ
ー
人
居
住
地
域
の
開
発
が
後
回
し

に
さ
れ
て
い
る
」と
の
不
満
が
高
ま
っ
た
。シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
児
童
の
学
校

で
の
ス
カ
ー
フ
着
用
を
め
ぐ
っ
て
、
華
人
社

会
、
伝
統
的
モ
ス
レ
ム
と
現
代
的
な
モ
ス
レ
ム

を
も
巻
き
込
ん
で
大
き
な
論
争
が
起
き
た
。

い
わ
ば
国
家
を
構
成
す
る
民
族
間
、
宗
教
や

主
義
を
異
に
す
る
人
々
の
調
和
に
き
し
み
を

生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
出
来
事
が
多
か
っ
た
。

　
一
昨
年
の
米
テ
ロ
事
件
以
降
、ア
ジ
ア
、
特

に
東
南
ア
ジ
ア
の
状
況
は
繊
細
な「
ガ
ラ
ス
の

家
」が
強
い
風
に
あ
お
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。強
風
は
世
界
標
準（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）を

迫
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に

よ
る
開
発
優
先
体
制
の
崩
壊
と
民
主
化
の
進

展
、
経
済
の
低
迷
や
貧
富
格
差
の
拡
大
な
ど

が
源
泉
だ
。そ
れ
に
加
え
て
一
部
の
イ
ス
ラ
ム

原
理
主
義
勢
力
が「
ガ
ラ
ス
の
家
」に
石
を
投

げ
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
各
国
の
指
導
者
の
発
言
で
最
近
気

づ
い
た
の
は
、
以
前
に
頻
繁
に
使
わ
れ
た「
国

の
強
靱（
き
ょ
う
じ
ん
）性
」と
い
う
言
葉
が
ほ

と
ん
ど
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
。複
雑
な

国
内
事
情
を
持
つ
国
の
権
力
者
が「
強
靱
性
」

と
い
う
表
現
を
使
う
場
合
、
民
族
の
団
結
や

調
和
を
国
民
に
一
方
的
に
促
す
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
。

　
多
民
族
国
家
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は「
多
様

性
の
な
か
の
統
一
」を
建
国
以
来
の
理
念
に

掲
げ
る
。マ
レ
ー
シ
ア
は「
マ
レ
ー
人
の
特
権
」

を
不
可
侵
条
項
と
し
て
憲
法
に
規
定
す
る
も

の
の
、
形
と
し
て
は
各
民
族
の
代
表
政
党
が

連
立
政
権
に
参
加
で
き
る
枠
組
み
を
維
持
し

て
き
た
。
華
人
国
家
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
マ

レ
ー
、イ
ン
ド
系
国
民
と
の
調
和
に
腐
心
し
て

き
た
。「
ガ
ラ
ス
の
家
」の
よ
う
な
も
ろ
さ
を

内
部
に
抱
え
る
国
々
に
は
、「
団
結
や
調
和
」を

基
礎
に
し
た「
強
靱
性
」が
欠
か
せ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
為
政
者
側
の
論
理

揺らぐ「多様性のなかの調和」―

不透明さ増す東アジア
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も
、
民
族
間
の
貧
富
格
差
な
ど
現
実
の
社
会

矛
盾
、
国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
効

能
期
限
が
過
ぎ
た
か
の
よ
う
だ
。

　
20
年
以
上
も
政
権
を
維
持
、「
国
の
強
靱

性
」を
追
い
続
け
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
首
相
が
今
年
秋
に
退
任
す
る
の
は

時
代
環
境
を
考
え
る
と
象
徴
的
で
あ
る
。
複

雑
な
民
族
事
情
を
抱
え
る
マ
レ
ー
シ
ア
は
マ

レ
ー
人
優
遇
政
策
、
民
族
資
本
育
成
策
を
続

け
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
素
直
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
状
況
に
は
な
い
。
国
民
国
家
へ
の
道
筋
が

ま
だ
は
っ
き
り
と
み
え
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

社
会
不
安
が
常
に
つ
き
ま
と
う
フ
ィ
リ
ピ
ン

な
ど
に
加
え
て
、ス
ト
ロ
ン
グ
マ
ン
が
退
場
す

る
マ
レ
ー
シ
ア
。東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
）主
要
国
の「
強
さ
」の
再
構
築
は
容
易

で
は
な
い
。
国
民
統
合
の
新
た
な
論
理
や
具

体
策
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　
時
代
錯
誤
の
外
交
カ
ー
ド
を
繰
り
出
す
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国（
北
朝
鮮
）と
合
わ

せ
、
東
ア
ジ
ア
両
端
で
の
政
治
・
社
会
情
勢
の

不
透
明
感
は
今
年
も
続
く
だ
ろ
う
。

　
昨
年
一
年
間
の
ア
ジ
ア
各
国
の
経
済
情
報

を
整
理
す
る
と
、
台
頭
す
る
中
国
と
の
経
済

連
携
を
め
ざ
す
ニ
ュ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
。
昨
年
１
｜
10
月
の
外
国
か
ら
の
直
接
投

資
は
４
６
４
億
米
ド
ル
と
、
前
年
一
年
間
を

15
％
も
上
回
る
水
準
で
推
移
。
東
ア
ジ
ア
へ
の

直
接
投
資
の
大
半
を
中
国
が
吸
収
す
る
構
図

に
加
速
度
が
つ
い
て
い
る
。
自
動
車
産
業
の
投

資
計
画
が
相
次
い
だ
よ
う
に
、
中
国
を
国
際

分
業
の
基
軸
に
置
こ
う
と
す
る
欧
米
、
日
本
、

韓
国
の
国
際
企
業
の
動
向
が
鮮
明
に
浮
か
び

上
が
っ
た
。

　
胡
錦
濤
総
書
記
を
ト
ッ
プ
と
す
る
中
国
共

産
党
の
新
指
導
部
は
、２
０
２
０
年
の
国
内
総

生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）を
２
０
０
０
年
の
４
倍
に
伸

ば
す
と
い
う
経
済
目
標
を
打
ち
出
し
た
。
９

人
の
政
治
局
常
務
委
員
メ
ン
バ
ー
が
す
べ
て

理
工
系
大
学
卒
と
い
う
新
体
制
は
一
段
と
経

済
の
開
放
と
産
業
の
高
度
化
を
進
め
る
と
み

ら
れ
る
。
２
０
０
８
年
の
北
京
五
輪
開
催
も

中
国
経
済
の
追
い
風
と
な
る
。
中
国
が
外
資

を
導
入
し
つ
つ
、そ
の
産
業
競
争
力
を
一
段
と

高
め
る
の
は
確
実
だ
ろ
う
。

　
中
国
の
経
済
力
の
高
ま
り
は
周
辺
国
に
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
中
国
の
輸

出
商
品
が
音
響
機
器
、家
電
、
情
報
関
連
機
器

な
ど
へ
と
高
度
化
す
る
に
つ
れ
、
周
辺
国
、
特

に
技
術
を
外
資
に
依
存
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

の
競
合
関
係
が
強
ま
っ
て
い
る
の
が
そ
の
最

大
の
も
の
だ
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
相
対
的
な
地
位

低
下
は
覆
い
よ
う
が
な
い
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
中

国
と
の
自
由
貿
易
協
定
締
結
に
向
か
わ
ざ
る

を
得
な
い
事
情
も
こ
こ
に
あ
る
。

　
残
念
な
の
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
産
業
高
度
化
へ

の
努
力
、
方
向
性
が
明
瞭
で
な
い
こ
と
で
あ

る
。
生
命
科
学
へ
の
傾
斜
を
打
ち
出
し
て
い
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
自
動
車
産
業
基
地
を
め
ざ

す
タ
イ
以
外
、
各
国
が
め
ざ
す
産
業
育
成
の

方
向
は
見
え
な
い
。こ
う
し
た
な
か
で
の
中
国

と
の
地
域
経
済
統
合
は
、
逆
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か

ら
中
国
へ
の
資
本
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
る
懸

念
も
あ
る
。
成
長
性
の
大
き
い
中
国
と
経
済

連
携
を
深
め
る
こ
と
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
新
た

な
発
展
の
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
だ
。
し
か

し
、
中
国
の
先
を
行
く
産
業
高
度
化
を
果
た

し
て
、
中
国
と
の
産
業
補
完
関
係
を
構
築
し

な
け
れ
ば
連
携
の
果
実
は
得
よ
う
が
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
安
価
な
中
国
の
製
品
・
部
品

が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
を
席
巻
し
か
ね
な
い
。

　
香
港
も
ま
さ
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
よ
う
な
立

場
に
あ
る
。「
物
流
・
金
融
ハ
ブ
」「
中
国
へ
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」。
香
港
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
10
年
以
上
も
前
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

い
な
い
。こ
の
ま
ま
で
は
中
国
南
部
の
外
縁
と

し
て
衰
退
し
て
し
ま
う
危
険
す
ら
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
産
業
主
体
で
高
コ
ス
ト
体
質
、
さ
ら

に
財
閥
の
経
済
寡
占
力
が
強
い
香
港
で
は
新

た
な
起
業
家
は
生
ま
れ
に
く
い
。

　
つ
い
最
近
の
起
業
家
精
神
に
つ
い
て
の
国
際

調
査
で
も
、
香
港
は
調
査
対
象
37
カ
国
中
、ほ

ぼ
最
低
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。タ
イ
、イ
ン
ド
、中

国
、
韓
国
な
ど
に
比
べ
、
起
業
家
精
神
は
著
し

く
劣
っ
て
い
る
。
李
嘉
誠
氏
な
ど
の
成
功
物
語

を
生
み
出
し
た
香
港
ド
リ
ー
ム
の
再
現
を
夢

見
る
層
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
が
現
実
よ
う

だ
。
80
年
代
の
香
港
の
熱
気
や
活
力
を
知
る

も
の
と
し
て
は
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
香
港
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
中
国
と
の
競
合
に
備
え
て
、
国
家
を
改
造

す
る
意
気
込
み
で
経
済
再
生
委
員
会
を
立
ち

上
げ
た
。
植
民
地
時
代
の
自
由
放
任
主
義
が

浸
透
し
て
い
る
香
港
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
流

の
政
府
主
導
の
政
策
は
歓
迎
さ
れ
な
い
だ
ろ

う
が
、
少
な
く
と
も
起
業
家
精
神
を
育
む
環

境
づ
く
り
は
急
務
で
あ
る
。
そ
こ
に
住
む
人
々

が
起
業
を
目
ざ
さ
な
い
よ
う
な
地
域
に
競
争

力
は
生
ま
れ
よ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
日
経
香
港
社
　
奥
村
幸
広
）
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東アジアで相次ぐストロ

ングマンの退場（今年10

月に退任するマレーシア

のマハティール首相＝

右、左はスハルト元インド

ネシア大統領、

(97年筆者撮影)


